
  村議会では、年4回（3月・6月・9月・12月）の定例会と必要に応じ臨時会を開催しています。議会は、村民の皆さん
の生活に密着した重要な問題が審議されています。村政を知るよい機会ですので村議会の傍聴に是非お越し下さい。村議会の傍聴にお越しください。
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活　動　内　容
保育園入園・進級式
春の交通安全県民運動街頭啓発
三村議会正副議長会（決算）総会
宇陀郡議会議長・副議長会（決算）総会
小中学校入学式
議員全員協議会
宇陀郡民集会
ぬるべの郷曽爾村「春の和ハーブ教室」
例月出納検査
名張市議会正副議長来庁
議員全員協議会・議会運営委員会
曽爾村森林組合理事会
曽爾村消防団入退団式
曽爾村郷土芸能を守る会総会
第１回臨時会(役員改選)・議員全員協議会
小中学校３年生役場見学学習
正副議長近隣市村等挨拶まわり
正副議長近隣市村等挨拶まわり
三村議会正副議長会（予算）総会
宇陀郡議会議長・副議長会（予算）総会
例月出納検査及び曽爾村土地開発公社監査
桜井宇陀広域連合議会会議(桜井市)
宇陀商工会令和７年度通常総代会(宇陀市)
曽爾村森林組合理事会
議員全員協議会・議会運営委員会
曽爾村人権教育推進協議会総会
(一財)曽爾村観光振興公社理事会
桜井宇陀東吉野防犯協議会総会（宇陀市）
木津川上流砂防事業促進協議会総会（名張市）
全国町村議会議長会正副議長研修会（東京都）
奈良まほろば館現地視察研修（東京都）
関西万博「曽爾の獅子舞」披露応援（大阪市）
曽爾村土地開発公社理事会
曽爾村社会福祉協議会監査
第２回定例会（一般質問・議案上程）
議員全員協議会（議案説明）
例月出納検査
曽爾村社会福祉協議会理事会
常任委員会（むらづくり推進委員会・予算決算委員会）
議員懇談会（観光振興公社・教育委員会の報告）
老人福祉大会
第２回定例会（追加議案上程・質疑・採決）
議員全員協議会
議員懇談会（農林業公社・そにのわＧＬＯＣＡＬ、ソニサ
ミットとの懇談）
曽爾村森林組合総会
曽爾村社会福祉協議会評議員会
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活　動　内　容
二十歳を祝う会
議員全員協議会
桜井宇陀広域連合議会意見交換会(桜井市）
曽爾村消防団連合出初式及び東宇陀支部出初式
宇陀商工会令和７年新年の集い(宇陀市)
例月出納検査
奈良県町村議会議長会研修会(橿原市)
議員全員協議会
曽爾村社会福祉協議会理事会
宇陀地域公共交通活性化協議会(宇陀市)
議員全員協議会
曽爾村健康づくり推進協議会
宇陀衛生一部事務組合議会（宇陀市）
学校運営協議会
東宇陀環境衛生組合議会（宇陀市）
例月出納検査
議員全員協議会・議会運営委員会
奈良県町村議会議長会役員会（橿原市）
曽爾村国民健康保険運営協議会
曽爾村介護保険運営協議会
曽爾村地域包括支援センター運営協議会
曽爾村老人福祉センター運営審議会
曽爾・御杖行政一部事務組合議会（御杖村）
曽爾村障害者基本計画及び障害福祉計画・障害児福
祉計画会議
第１回定例会（議案上程）
議員全員協議会（議案説明）
議員全員協議会（議案説明）
議員全員協議会
宇陀地域公共交通活性化協議会（宇陀市）
常任委員会（むらづくり推進委員会・予算決算委員会）
曽爾村人権教育推進協議会理事会
奈良県町村議会議長会定期総会(橿原市)
第１回定例会（一般質問、補正予算追加）
議員全員協議会（補正予算議案説明）
曽爾村森林組合理事会
曽爾小中学校卒業式
例月出納検査
第１回定例会（質疑・採決）・議員全員協議会
保育園卒園式
曽爾村社会福祉協議会理事会
桜井宇陀広域連合議会会議(桜井市）
曽爾村森林組合理事会
宇陀地域公共交通活性化協議会
曽爾村選挙管理委員会委員当選証書授与式
（一財）曽爾村観光振興公社理事会
桜井宇陀広域連合議会（曽爾村）
曽爾村社会福祉協議会評議員会

令和7年上半期の主な議員活動

一般質問の様子 議案説明会の様子一般質問の様子

 県道名張曽爾線（三重県側）の道路改良（トンネル
化を含む）の早期実現に向け、名張市長・名張市議
会議長とともに、国土交通省の出先機関である中部
地方整備局及び近畿地方整備局へ陳情を行いまし
た。あわせて、三重県・奈良県にも要望を行っていま
す。三重県庁への陳情には、田野瀬太道衆議院議員
と川崎秀人衆議院議員にもご同席いただき、非常に
心強い機会となりました。

　一般質問は、曽爾村議会において行政の適正な運営をチェックし、村民の声を届けるため
の重要な機会です。具体的には、３月定例会では中日の２日目に、６月・９月・１２月の定例会で
は初日に行われます。令和７年の実績としては、第１回定例会では５名の議員から１０問、第２
回定例会では２名の議員から３問の一般質問がありました。これらの質問内容の詳細は、
「曽爾広報」でご確認いただけます。
　この一般質問は、議員が村長をはじめとする執行機関に対し、行政運営が適切に行われ
ているかを確認・監視する機能、村民の要望や疑問を行政に直接届ける機能、そして政策の
改善提案や課題の指摘を通じて行政に改善や検討を促す機能といった、多岐にわたる役割
を果たします。このように、一般質問は住民と行政を繋ぐ架け橋であり、議会の最も重要な機
能の一つと言えます。これらの一般質問は議場で行われ、どなたでも傍聴できます。

議案説明会の様子
　曽爾村議会では、議案が提出されると、まず本会議に上程され、その後に議員全員
協議会（議案説明会）が開催されます。この議案説明会では、各課から議案の詳細な
説明を受けます。その後、議案は専門的な審議のために各委員会に付託されます。条
例の制定・改廃に関する案件はむらづくり推進委員会へ、予算や決算に関する案件は
予算決算委員会へそれぞれ付託され、慎重な審議が行われます。これらの常任委員
会では、各議案について質疑応答が繰り返され、詳細な内容が審議されます。
　常任委員会では採決は行われません。最終日の本会議で、各常任委員長から審査
内容が報告された後、再び議員による質疑の機会が設けられます。さらに、議案に対
する賛成・反対それぞれの立場からの討論が行われ、最後に採決によって議案の可
否が決定されます。常任委員会は議会委員会室で行われ、どなたでも傍聴できます。

7/16中部地方整備局及び
8/7近畿地方整備局への陳情活動

　５月２７日（火）、東京都千代田区の東京国際フォー
ラムで開催された「令和7年度全国町村議会議長・
副議長研修会」に、山添村・御杖村の議会正副議長
の皆さんとともに参加しました。この研修会では、災
害時における議員の役割をテーマに講義が行われま
した。国や自治体、民間が連携し、災害時の情報を迅
速かつ正確に共有する「総合防災情報システム」の
整備が進められており、その一部はすでに運用が始
まっています。今後は、災害の予測や対応をより的確
に伝えるような仕組みとして期待されていることが紹
介されました。
　翌２８日には、東京都港区新橋にある奈良県ブラン
ドショップ「奈良まほろば館」を視察しました。この施
設は、奈良県の特産品や観光情報を首都圏に向け
て発信する拠点で、ショップや観光案内所、レストラ
ン、イベントルームなどを備えています。銀座に近い立
地も相まって、昨年度の来館者は２６万8千人、売上
は２億４５００万円と年々増加傾向にあるそうです。
　館内では、柿の葉寿司、三輪そうめん、奈良漬、大
和茶など、県内各地の特産品がずらりと並び、来館
者の関心を集めていました。曽爾村からも、(一財)曽
爾村観光振興公社の曽爾高原ビールや米粉パン
ケーキミックス、曽爾高原ゆず生産組合「たわわ」の
柚子胡椒や柚子シロップ、長野生産加工組合びょう
ぶ山桜の郷の塩麹ペーストや田楽みそ、そして(一
社)曽爾村農林業公社のトマトソースや焼肉のたれな
ど数多くの商品が出品されており、こうした取組みを
通じて、曽爾村の特産品や魅力を広く知ってもらうこ
とができ、今後の来訪や地域の活性化につながるも
のと実感した視察となりました。

災害対応と地域の魅力発信を学ぶ　
東京での研修と視察に参加



この議会だより号外に関するご意見、ご感想をお待ちしております。
いただいたご意見・ご感想は、今後の議会だより作成方針に活用させていただきます。また、議会に対するご意見・ご要望もお待ちしております。
【曽爾村議会事務局】　電話 ０７４５－９４－２１０１ ／ ＦＡＸ ０７４５－９４－２０６６ ／ メール gikai@vill.soni.lg.jp

曽爾村議会だより

① 佐治貴章 68歳 1回

② 岡本久光 75歳 1回

③ 東口敏哉 72歳 2回

④ 大向　實 76歳 2回

⑥ 松本　喬 78歳 3回

⑦ 木治正人 72歳 5回
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＝ 曽爾村議会議員の報酬見直しについて　曽爾村議会　議会運営委員会 ＝
　曽爾村議会では、令和7年4月より議会運営委員会において、議員報酬の見直
しについて検討を始めました。
　実は、4年前にも議員報酬の見直しと議員定数の削減について議論を行い、
その結果、報酬額は据え置かれたものの、議員定数は1名減となりました。今回
あらためて報酬見直しの検討に至った背景には、昨今の物価上昇や、村職員の
初任給引き上げといった社会情勢の変化があります。これらを踏まえ、議員報酬
の現状が今の時代に見合ったものかどうかを見直す必要があると考えました。
　現在の曽爾村議会議員の月額報酬は、議長が210,000円、副議長が
166,000円、議員が158,000円となっています。曽爾村の人口は約1260人であ
り、この報酬額は全国の同規模の町村議会と比較しても低い水準にあります。
さらに本年4月以降、奈良県内の町村議会の中でも最も低額となっています。こ
のような報酬水準では、現役世代が生活の基盤を保ちながら議員活動を行うこ

とが難しく、結果として年金受給世代の議員が多くを占める傾向が見られます。
全国的に地方議会議員のなり手不足が深刻化している中、曽爾村においても2
年後の議会議員選挙で立候補者が確保できるのか、大きな課題になると思われ
ます。
　地方議会は、村長が提案する予算や条例などを審議・決定する、村政にとっ
て極めて重要な機関です。議会がなければ、村の予算を決めたり、住民の暮らし
に関わる条例を制定・改正したりすることもできません。つまり、議会は村民の
皆さまの声を行政に反映させ、曽爾村の未来を形づくるために、なくてはならな
い存在です。
　今後も議会運営委員会において慎重な議論を重ね、令和8年12月頃には特別
職報酬等審議会に諮問し、適正な報酬額への見直しを目指してまいります。村
民の皆さまには、どうかご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

　令和７年５月臨時議会において、役員が改選されました。役職にあたっての抱負を
聞いてみました。改選後の役職への抱負改選後の役職への抱負改選後の役職への抱負

※順番は議席番号順、年齢は令和７年9月１日現在、当選回数。

　本年度から予算決算委員会委員長を拝命いたしました。
　本会議において理事者側から出されました多岐にわたる上程案件について、全員協議会で議案の説明を受け、後日、常任委員
会において質疑応答が行われるわけですが、特に予算決算委員会では多くの議案が審議されます。その委員会での進行及びとり
まとめを委員長が行うわけですが、大変重要な役割であり、この大役をこなしていけるのか心配ではありますが、緊張感を持って
一生懸命努めさせて頂きますので、どうかよろしくお願いいたします。 

　本年５月の役員改選で議会選出による監査委員として拝命されました。
　監査委員の役割は、行政の財務事務や行政運営に係る事業管理について監査を行っています。また、事務の適法性や能率性の
確保を図る観点から公共事業の費用対効果や施策実施の優先順位に毎月の例月出納検査及び各年度ごとの決算監査を行いま
す。行政公金管理については、不慣れな部分が多くございますが、さらなる自己研鑽に努め、住民サービスの向上と安定した行政
運営の一助となるよう努めてまいりたいと考えています。

　このたび、むらづくり推進委員長に拝命いたしました。

　条例の制定や改廃、指定管理者の指定案件など、重要な議案審査の舵取り役として責任の重さを感じています。7月10日に

は、曽爾村ゼロカーボン推進協議会に出席し、2050年カーボンニュートラル実現に向けた計画案について学びました。計画づく

りなどにも積極的に参画し、住民の皆様の声を大切にしながら、誠実に取り組んでまいります。

　議員皆様のご推挙により、曽爾村議会議長の要職に就任させて頂くことになりました。
　その職責の重さに身の引き締まる思いであります。円滑な議会の運営と同時に、議会の一層の活性化に努め、意見を最大限尊
重し、村民皆様の声を議会に反映できるよう努めてまいる所存であります。
　理事者側と懸命に議論を重ね、村民のための施策を実践していくことが、明日への曽爾村の発展につながっていくと思ってい
ます。今後とも、ご理解とご協力の程、お願いいたします。

　去る5月9日の臨時会におきまして、議会運営委員会委員長に拝命されました。
　前職の議長時には、全議員及び執行部の方 、々そして何より多くの村民の皆様方に支えられ、無事に任を終えることができまし
た。深く感謝と御礼を申し上げます。
　議会運営委員会は、定例会・臨時会の開催日程など議会運営・会議規則・委員会条例・議長の諮問に関する事項などを調査
審議するために設置されており、議長に答申する委員会であります。委員長として、曽爾村議会が円滑かつ効率的に運用できる
よう努めてまいる所存であります。

　本年5月の臨時議会における役員改選によりまして、曽爾村議会副議長の要職を拝命いたしました。

　曽爾村議会の目標としている「重厚な議会・良質な議会・思慮深い議会」を指針として、議会が持つ二つの使命であります「具

体的な政策の最終決定」と「行財政運営の批判と監視」が達成できますよう尽力し、浅学菲才ですが議長の補佐役として微力な

がら取り組む所存であります。


